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リアルタイム文字起こしの要約を多元的に生成・配信する講演支援システム

青山 柊太朗 ∗　　大伏 正泰 †

概要. 講演は、同期性と一元性という特性から、情報伝達における効率性と網羅性を提供する一方で、個々
の聴衆のニーズへの対応や理解度のばらつきへの対処が難しい。本論文では、この課題を解決するため、講
演内容をリアルタイムで多様な形式に要約し、聴衆のデバイスに配信するシステムを提案する。本システム
は、講演の音声をリアルタイムでテキスト化し、大規模言語モデル (LLM) を用いて粒度、専門性、対象読
者層など多様な観点から要約を生成する。聴衆は自身の理解度やニーズに応じて最適な要約を選択し、必
要に応じてそれらを切り替えながら参照できる。これにより、リアルタイムな情報把握と個別ニーズへの対
応を両立させ、WISSにおける講演体験の質的向上を目指す。特に、質疑応答時の理解補助や議論の深化、
発表内容の記録・共有促進への貢献が期待される。

1 序論
講演は情報伝達において効率的かつ網羅的な手段

であるが、その一元性と同期性から、個々の聴衆の
ニーズへの対応や理解度のばらつきへの対処が難し
いという課題を抱えている。例えば、ある聴衆にとっ
ては専門的すぎる内容であったり、別の聴衆にとっ
ては既に知っている情報であったりするなど、講演
内容の理解度は聴衆によって大きく異なる. また、
リアルタイムで進行する講演においては、聴衆が自
身のペースで情報を確認したり、重要なポイントを
記録したりすることが困難である.
これらの課題を解決するため、本論文では講演内

容をリアルタイムで多様な形式に要約し、聴衆のデ
バイスに配信するシステムを提案する. 本システム
は、講演の音声をリアルタイムでテキスト化し、大
規模言語モデル (LLM) を用いて、粒度、専門性、
対象読者層など、多様な観点から要約を生成する.
聴衆は自身の理解度やニーズに応じて最適な要約を
選択し、必要に応じてそれらを切り替えながら参照
できる. これにより、リアルタイムでの情報把握を
可能にする同期性に加え、個々のニーズに対応した
非同期的な情報アクセスを両立させ、講演体験の質
的向上を目指す.
近年の音声認識技術と LLMの進歩は、リアルタ

イムでの高精度な音声テキスト化と高度なテキスト
処理を可能にしている. 本研究はこれらの技術を組
み合わせることで、講演というリアルタイム性の高
い情報伝達においても、個々の聴衆に最適化された
情報提供を実現することを目指す. 特に、WISSの
ような学会においては、発表内容の理解を深め、質
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疑応答を活性化し、議論を深化させる上で、本シス
テムの活用が大きな効果をもたらすと期待される.
さらに、講演内容の記録や事後共有の促進にも貢献
できる.

2 システム概要
提案システムは、講演会場において発表者の音声

を入力として受け取り、リアルタイムで多様な要約
を生成し、聴衆のデバイスに配信する.
WISS会場での利用を想定し、Wi-Fi環境を利用

した配信システムとする. 聴衆は各自のコンピュー
ターやスマートフォンから専用のWebアプリケー
ションにアクセスすることで、リアルタイムに更新
される要約を参照できる.

図 1. 文字起こしと要約を俯瞰するダッシュボード画面

ユーザインタフェースは、WISS 参加者が提示さ
れた要約を最大限活用できる形を目指す。具体的に
は、以下 のような機能を提供する。

• 多様な要約の表示: 粒度、専門性、対象読者
層の異なる複数の要約を並べて表示し、聴衆
が自由に選択できるようにする。

• 要約のダウンロード: 生成された要約をテキ
ストファイルとしてダウンロードできるよう
にする。
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2.1 要約生成手法
本システムの核となるのは、LLMを用いた多様

式要約生成である。LLMは、大量のテキストデータ
から学習した知識に基づき、高精度かつ自然な要約
を生成することができる。本システムでは、WISS
での講演内容や聴衆を踏まえて、以下の観点から要
約を制御する。

• 粒度: 要約の長さや詳細さを制御する。箇条
書き形式の簡潔な要約から、詳細な説明を含
む長い要約まで、多様な粒度の要約を生成す
る。(図 1)

• 専門性: 要約の専門用語の使用頻度や説明の
深さを制御する。初心者向けの平易な要約か
ら、専門家向けの高度な要約まで、対象読者
の専門知識レベルに合わせた要約を生成する。

• 対象読者層: 要約の内容や表現を、特定の読
者層に最適化する。例えば、研究者向けの要
約、実務家向けの要約などを生成できる。

3 システム実装
本システムでは、LLMとしては、GPT-4o API、

音声認識には、Azure AI Speech APIを用いる。リ
アルタイム処理を実現するため、音声認識結果を逐
次 LLMに入力し、要約を生成するパイプラインを
構築する。
要約の配信には、Websocketを用いることで、低

遅延なリアルタイム配信を実現する。クライアント
サイドは JavaScriptで実装し、Webブラウザ上で
動作するアプリケーションとして提供する。

4 WISS2024における活用と期待される効
果

WISS2024において本システムを実際に運用する
ことで、発表者と聴講者双方にとって多くのメリッ
トが期待される。

4.1 発表者にとってのメリット
• 質疑応答の質向上: 要約によって聴衆の理解
が深まることで、より質の高い質疑応答が期
待できる。

• 聴衆の理解度把握: 聴衆が読んだ要約の範囲
や種類を分析することで、どの部分を重要視

しているか、どういった説明が求められてい
るか把握することができる。

4.2 聴講者にとってのメリット
• リアルタイムな理解促進: 講演内容を多様な
形式で要約することで、自身の理解度やニー
ズに合わせた情報取得が可能になる。

• 質疑応答への参加促進: 要約を参照すること
で、より深く内容を理解し、質疑応答に積極
的に参加できるようになる。

• 情報収集の効率化: 講演内容を要約として記
録することで、後から重要な情報を効率的に
復習することができる。

4.3 アクセシビリティの向上
また、アクセシビリティの向上が期待できるため、

より多くの聴衆を包摂することが可能となる。
• 多様な学習ニーズへの対応: 視覚・聴覚障害
を持つ参加者を含め、様々な学習スタイルや
障害に対応した情報提供が可能になる。

• 言語バリアの軽減: 多言語での要約提供によ
り、非母語話者の理解を促進し、国際的なア
クセシビリティを向上させることができる。

• 時間的制約の緩和: 要約を後から参照できる
ことで、情報処理に時間を要する参加者も自身
のペースで内容を理解することが可能になる。

WISS2024会期中は講演会場に本システムを導入
し、参加者全員が利用できるようにする。さらに、
会期終了後にアンケートを実施し、システムの評価
と今後の改善点を収集する。

5 結論と今後の展望
本論文では、講演内容をリアルタイムで多様な形

式に要約し、聴衆のデバイスに配信するシステムを
提案した。本システムは、LLMを用いることで高
精度な要約生成を実現し、聴衆の理解度やニーズに
合わせた情報提供を可能にする。WISS2024におけ
る本システムの活用は、講演体験の質的向上に大き
く貢献すると期待される。


